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女
が
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っ
た
あ
ソ
」
、
男
は
ひ
と
つ
ぷ
の
真
珠
に
愛
を
夢
み
る
…
…
。

。
木
下
真
珠
で
は
、
各
種
メ
ン
ズ
セ
ッ
ト
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
ぜ

株式会社木下真珠
〒6 5 o 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂）
ＴＥＬ（078)221-3170
1 0 : 0 0 A M～6 : 0 O P M無休

‘Z4gZZ‘

東京／赤坂・銀座・青山大阪／心斎橘
ノ
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顎悶
２月2 9 日迄

おかげさまで
創業３０周年

期間､､6４
２月１日

お

"が

で
専門店はあなたの毛皮の主治医です

Ｌ |眉 '姻 皮毛
神戸市中央区御幸通８－１－６( 国際会館1 階）
ＴＥＬ. ( ０７８) ２２１－３３２７( 代表）宗6 5 1
ＦＡＸ, ( ０７８) ２２１－３３９６無休べ室誓議i 墓
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謹ま－

一しっとりとした落ちつきがあるアクアスキュニタム。確かなカタチ、
コクのある色どりは､ まさに大人のために生まれた美しさですも
⑰アクアスキコーダム／ベルト･ ･ ･ ･ ………. ．……･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 巳□□０円
④アクアスキコーダム／サイフ……. ｡ ･ ･ ･ ,…．．…………Ｂ・ＯＯＯ円

■1 階紳士洋品売場
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巳月1 4 日⑧はバレンタインデーですもぐ8 8バﾚ ﾝ ﾀ ｲ ﾝ ﾌ ｴ ｱ 開催中＞
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国
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一
一
国
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二
一
■
ロ
ロ
■
■
■
コ
ロ
ヨ
●
一

ニュー‘一二認：

人にそれぞれ個性があるように､ 贈りものにも個性がありま魂
ダンデイなあの人には洗練された贈りもの。英国の気品を漂わせ
る小物なら､ あふれる想いをスマートに伝えてくれるは夷ガンコな
までに伝統を守る｡ その表情は人生をしっかり生きぬいている男た
ちに､ どこか似ているような気がするので宝

ｄ
到
司
「
Ｊ

墨

一

一
日
卜
■

函

スマートに英国を贈る。

＝軍

畳凹〆

噸｡蝿鋤‘

一一男をさわやかに整えるのが､ このトニックとジエル。いつもﾌ ﾚ ｯ ｼ ｺ で
いてほしい､ そんな気持ちでプレゼント。
●アラミス9 0 0 ／八一バルヘアートニック･ …･ ･ ･ ……･ …･ …．Ｂ､ ５００円
ｅアラミス9 0 0 ／八一バルダフルアクショントニツク………４０００円
ｅアラミス9 0 0 ／ヘアーグルーミングジエル･ ･ ･ ･ …･ ･ ･ …･ ･ ･ …Ｂ, ＯＯＯ円

■1 階化粧品売場アラミスｺ ーナー
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ゴーフルボー｜
神戸j 乱貝坐

/旗Z児える白z,チャペルで､宛升､ﾝｸ;:．

各脚_ﾃｨ ｰ⑳溌診鰯夢乞診②御結婚披露宴。

、

し

一
幸
『

》 堅冒電亭？ Ｉ

海を見ながら､ 神戸ならて､ ､ はのうアッショナブルなﾌ ﾞ ﾗ ｲ ﾀ 、ルは､ 恋人たちの夢。 アピ悪
白亜のチャペルに続くホールでのご披露宴や､ 劇場を利用した世界で､ 初めての
シアターウェディングなど､ 感動的シーンの演出を心がけています６

宮カリヨンの音色に祝福されて､ 慶びもいよいよクライマックスに－．
小

神戸J目Ｌ
ビア
港島
卜 8琴 ｉ

﹇
ｕ
祁
岬
酬
叫
Ｐ
ｒ
Ｌ

ミナトニゴーフル

〒650神戸市中央区港島中町7-2-2垂(078)302-5555
本社／〒6 5 O 神戸市中央区元町通3 丁目3 恭1 0 号冠( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5、

l ｍＩ
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靴 宮
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花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

別
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
長
潅
真
紀
・
中
村
磨
美

妬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
／
「
洋
菓
子
天
国
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

記
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

Ｗ
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

叩
動
物
園
飼
育
日
記
〈
哩
／
亀
井
一
成

煙
話
題
の
ひ
ろ
ば
／
昇
外
義
氏

の
神
戸
市
文
化
賞
の
受
賞
を
祝
う

剛
ス
ポ
ー
ツ
エ
ッ
セ
イ
／
「
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
中
西
久
一
一

噸
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
橋
本
明

棚
出
会
い
の
旅
／
フ
ジ
タ
ジ
ュ
リ
オ

、
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
有
馬
歳
時
記

唖
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

Ⅷ
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

Ⅷ
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

剛
新
連
載
・
伊
藤
ル
ミ
の
美
男
対
談
／
西
村
隆
治

剛
連
載
小
説
／
「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
釜
谷
か
お
る

Ⅷ
一
千
一
秒
物
語
／
イ
ナ
ガ
キ
タ
ル
ホ
・
銅
版
画
／
大
月
雄
一
一
郎

皿
海
船
港
／
か
ど
も
と
み
の
る

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

イ
ー
Ｅ
石
阪
春
生
・
高
崎
研
一
郎
．
堀
尾
貞
治
・
増
田
正
和
・
南
和
好

０

２
月
号
目
次
一
一
一
一
一
一
一
一
１
９
８
８
．
肋
３
２
２

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
西
村
功

９
神
戸
っ
子
肥
／
片
桐
千
里
・
花
柳
芳
圭
次

恒
あ
る
集
い
／
ひ
ょ
う
ご
陶
芸
会
・
Ｍ
Ｅ
Ｎ
い
ず
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

帽
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ヅ
プ
／
新
年
合
同
祝
賀
会
・
国
際
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー

旭
美
の
小
箱
／
Ⅷ
三
村
逸
子
文
・
赤
根
和
生

旧
神
戸
新
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保
一

四
わ
た
し
の
意
見
／
南
波
逗

訓
随
想
／
柚
木
学
・
森
幸
子
・
渡
辺
一
生

誕
地
域
文
化
論
／
水
谷
穎
介

弱
地
域
文
化
論
／
宮
西
悠
司

弱
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
／
時
実
新
子
書
・
足
立
告
陶

調
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
音
楽
夜
話
／
中
西
咲
子

㈹
〈
酒
特
集
Ｉ
〉
酒
対
談
／
桂
小
文
枝
・
望
月
美
佐

妬
〈
酒
特
集
Ⅱ
）
神
戸
酒
徒
番
附
選
考
座
談
会
／
西
（
経
済
人
〉
木
下

健
・
寺
本
現
・
重
兼
亘
束
（
文
化
人
）
佐
藤
廉
・
有
井
基
・
武
田
則
明

里
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

別
〈
酒
特
集
Ⅲ
〉
神
戸
酒
処
ア
ン
ケ
ー
ト

“
〈
酒
特
集
Ⅳ
〉
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
“
灘
五
郷
“
道
中
記

加
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
神
戸
を
市
民
が
つ
く
る
ア
ー
ト
シ
テ
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新しい関西を創造する総合雑誌一‐ＦｗＪ

一厨
｜好評発

緬一
1ｓ月号’

オール関麺，
好評発売中¥SSO(輔)Ｓ月号，

■画

型

関西年鑑鵠
，Ｂ８ＫＡＮＳＡｌＹＥＡ. R一百石石Ｒ

関西エリアをカバーする
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性
の
敷
丁
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み
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宮
巽
１
発
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ケシレラン
ココ山岡
ⅥＣＫＹ
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サィズショォプ･タツイアナ
ＯＦＵ
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三愛

毒議毒雲雲

ﾛ

蝋S H m O N
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覇忠、
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京都店／藤井大丸2 Ｆ（0 7 5 ) 2 1 1 - 0 8 5 7
姫路店／F E S T A ２，３Ｆ（0 7 9 2 ) 8 9 - 4 7 3 8
宝塚店／宝塚南口サンピｵ ﾗ 3 Ｆ( 0 7 9 7 ) 7 1 - 4 8 3 0

三宮本店／三宮センター街
ブレザーショップ／トアロード
ドルチェマック／三宮センター街

己

,ﾌセーﾋTで

..、匂

－

慰
鰯

、

蕊1M1幾種
(078)391-0895
(078)391-0896
(078)332-0141

、

ノ

||，
本部/中央区三宮町1丁目6 - 2 2 (ニューセンター7 F ) ( 0 7 8 ) 3 9 2 - 1 6 5 1
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本
年
１
月
１
日
よ
り
、
外
国
船
舶
協
会
神
戸
支
部
支
部
長
に
就

任
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
外
国
船
舶
協
会
と
い
う
の
は
、
外
国
船

が
入
港
し
て
か
ら
出
港
ま
で
の
面
倒
を
み
た
り
、
そ
の
外
国
船
に

載
せ
る
荷
物
を
集
め
た
り
す
る
代
理
店
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
協
会

で
す
。現

在
は
、
私
の
所
属
す
る
日
本
マ
リ
タ
イ
ム
エ
ジ
ェ
ン
シ
ー
神

戸
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
ド
ッ
ト
ウ
ェ
ル
、
マ
ー
ク
ス
ラ
イ
ン
等

妬
社
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
協
会
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
月
に

１
度
定
例
会
議
を
開
き
、
外
国
の
船
舶
会
社
と
条
件
交
渉
を
し
た

り
、
各
社
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
、
皆
様
も
御
存
知
の
よ
う
に
円
高
ド
ル
安
が
続
き

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
一
時
は
、
一
ド
ル
Ｉ
二
○
円
代
に
も

突
入
し
そ
う
な
気
配
が
あ
り
、
私
ど
も
代
理
店
で
は
大
変
で
し

た
。
と
言
う
の
も
、
日
本
の
代
理
店
は
、
収
入
は
ド
ル
で
受
け
取

り
ま
す
の
で
、
ド
ル
が
安
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ど
ん
ど
ん
利
益

率
が
落
ち
て
行
き
ま
す
。
お
ま
け
に
、
向
こ
う
は
円
で
支
払
い
す

る
の
で
、
上
下
あ
わ
せ
て
、
円
高
の
被
害
を
一
番
被
っ
て
い
る
の

が
代
理
店
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
量
と
し
て
は
、
３
年
前

も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
な
が

ら
も
、
円
高
の
せ
い
で
、
ど
ん
ど
ん
経
営
が
悪
化
し
て
行
く
。
そ

の
た
め
に
も
、
代
理
店
同
志
の
情
報
交
換
に
よ
り
、
い
か
に
値
上

げ
を
押
さ
え
て
、
事
務
所
経
費
を
お
さ
え
る
か
が
、
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
四
面
楚
歌
の
中
で
、
支
部
長
と
し
て
、
と
か
く
暗
く
な

り
が
ち
の
こ
の
業
界
の
中
で
、
明
日
を
信
じ
て
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ

ー
に
な
っ
て
、
明
る
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
航
空
貨
物
が

増
え
た
と
は
い
え
、
空
か
ら
運
べ
る
も
の
に
は
限
度
が
あ
り
、
こ

の
先
も
、
日
本
か
ら
海
運
が
無
く
な
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
私
達
も
、
現
在
は
非
常
に
苦
し
い
の
で
す
が
、

明
日
は
少
し
で
も
良
く
な
る
こ
と
を
信
じ
、
未
来
の
世
代
に
対
し

て
、
何
と
し
て
も
日
本
の
海
運
業
を
守
る
決
意
で
お
り
ま
す
。（

談
）

円
高
不
況
で

苦
し
む
海
運
業
を

明
る
く
し
た
い

南
波
逼

八
外
国
船
舶
協
会
神
戸
支
部
長
Ｖ

☆
私
の
意
見
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近
世
酒
造
史
研
究

こ
の
た
び
若
林
泰
氏
の
『
灘
・

神
戸
地
方
史
の
研
究
』
が
刊
行
さ

れ
た
。
し
か
し
こ
の
著
作
は
た
ん

に
研
究
者
の
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
出
版
し
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
郷
土
史
研
究
に
一
生

を
さ
さ
げ
、
級
密
な
実
証
研
究
で

県
内
外
の
歴
史
、
考
古
学
研
究
家

に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
が
ら
去

る
六
○
年
十
一
月
、
急
性
心
不
全

で
亡
く
な
っ
た
若
林
さ
ん
の
業
績

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
企
画
を
「
芦
の
芽
」
の
考

古
学
研
究
グ
ル
ー
プ
の
人
び
と
や

若
林
さ
ん
を
知
る
多
く
の
人
た
ち

が
参
加
し
て
「
若
林
泰
氏
を
偲
ぶ

会
」
を
結
成
し
、
こ
の
研
究
仲
間

た
ち
が
若
林
さ
ん
の
研
究
論
文
を

ま
と
め
て
漸
く
日
の
目
を
み
た
も

の
で
、
そ
れ
は
生
前
同
氏
を
知
る

多
く
の
人
た
ち
の
善
意
の
結
晶
の

賜
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
般
に

街
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
賑
や と

若
林
さ
ん

八
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
Ｖ

柚
木
学

回
随
想
三
題

を
辿
り
な
が
ら
今
あ
ら
た
め
て
五

十
六
歳
と
い
う
〃
若
さ
〃
が
惜
し

ま
れ
て
な
ら
な
い
。

亡
く
な
ら
れ
る
半
年
ほ
ど
前
、

若
林
さ
ん
に
は
珍
し
く
わ
た
く
し

に
宝
塚
市
史
研
究
紀
要
『
た
か
ら

づ
か
』
へ
の
原
稿
執
筆
を
依
頼
さ

れ
た
。
一
度
は
お
断
り
し
た
が
、

再
度
催
促
さ
れ
て
書
い
た
の
が
、

「
江
戸
積
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間

と
北
在
郷
」
（
『
た
か
ら
づ
か
』
二

号
、
昭
和
五
九
）
で
あ
る
。
そ
の

原
稿
を
嬉
し
そ
う
に
ス
ク
ー
タ
ー

に
乗
っ
て
拙
宅
ま
で
取
り
に
来
ら

れ
た
姿
が
、
い
ま
も
目
に
浮
ぶ
。

よ
ほ
ど
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
く
て

困
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
が
若
林
さ
ん
と
の
最

後
の
出
会
い
と
な
っ
た
。
そ
の
原

稿
と
交
換
条
件
の
よ
う
に
し
て

今
度
は
わ
た
し
が
若
林
さ
ん
に
無

理
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
の
が

「
宝
塚
地
方
に
お
け
る
近
世
酒
造

業
の
盛
衰
に
つ
い
て
」
（
『
酒
史
研

究
』
創
刊
号
、
昭
和
五
九
）
で
あ

っ
て
、
本
書
の
な
か
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
若
き
日
に
酒
造
史
研
究

で
知
り
合
っ
た
二
人
が
お
互
い
に

論
文
を
書
き
あ
っ
て
、
借
金
な
し

に
し
て
若
林
さ
ん
だ
け
が
こ
の
世

を
去
っ
た
。
そ
れ
を
思
う
と
、
た

ま
ら
な
く
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
が
し
て
な
ら
な
い
。

回
若
林
泰
箸
「
灘
・
神
戸
地
方
史
の
研
究
」

お
問
い
合
わ
せ
富
（
０
７
９
７
）
２
２
１
６
９
２
１

わ
す
出
版
物
が
氾
濫
し
、
学
術
著

作
の
研
究
書
の
出
版
が
き
わ
め
て

困
難
な
今
日
の
出
版
情
況
を
思
う

と
き
、
本
書
が
世
に
出
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
近
世

の
領
主
支
配
を
村
々
、
藩
札
と
私

札
、
近
世
海
運
と
兵
庫
、
幕
末
維

新
期
の
神
戸
、
地
方
の
歴
史
、
近

・
現
代
の
六
甲
山
、
近
世
・
近
代

の
加
古
郡
、
宝
塚
と
そ
の
周
辺
な

ど
か
ら
な
り
、
そ
の
研
究
対
象
の

広
が
り
は
そ
の
ま
ま
若
林
さ
ん
の

研
究
活
動
の
幅
の
広
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。
若
林
さ
ん
が
す
で
に
灘

高
時
代
に
主
宰
し
て
研
究
者
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
ガ
リ
版

刷
り
の
研
究
誌
「
灘
文
化
」
を
は

じ
め
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部
史

学
科
、
同
大
学
院
時
代
に
書
き
と

め
ら
れ
、
最
後
は
宝
塚
市
史
編
集

に
心
根
を
傾
け
ら
れ
た
死
の
直
前

に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
研
究
足
跡

蕊
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■
随
想
三
題

八
画
家
Ｖ

一■

か
ら
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
て
、

さ
す
が
神
戸
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

都
会
で
あ
り
な
が
ら
山
あ
り
、
海

あ
り
、
と
い
う
恵
ま
れ
た
地
域
で

あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

食
物
は
何
で
も
美
味
し
い
。
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
と
パ
ン
屋
さ
ん
、
美
容

院
の
数
も
な
か
な
か
多
い
。

私
が
こ
ち
ら
に
来
て
最
初
に
行

〃
え
っ
／
森
さ
ん
、
神
戸
の
方

に
引
越
す
の
？
〃
〃
行
く
行
く
〃
〃
遊

び
に
行
く
″
〃
遊
び
に
行
か
せ
て

ね
〃
と
矢
継
ぎ
早
に
友
達
の
言
葉

が
と
ん
で
来
た
。
つ
ま
り
関
東
の

人
に
と
っ
て
、
神
戸
と
は
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
町
、
お
し
や
な
町
、
一

度
行
っ
て
み
た
い
町
な
の
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
は
や
４
年
の
歳
月
が

流
れ
た
。

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
モ
ダ
ン

な
お
年
寄
り
が
多
い
こ
と
に
気
付

く
。
洋
式
の
生
活
が
ず
っ
と
以
前

●,

だ
け
生
活
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当

時
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
に
は
い
ろ
い

ろ
な
国
か
ら
来
た
外
国
人
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
っ
た
。
食
事
時
に
廊
下

に
出
る
と
各
国
の
様
々
な
ス
パ
イ

ス
の
に
お
い
が
充
満
し
て
お
り
、

外
国
に
い
る
の
だ
な
ぁ
と
い
う
実

感
が
わ
い
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
さ

に
そ
の
時
の
に
お
い
だ
っ
た
の
で

縛
箪
”
鼠
織
騨
神
戸
の

あ
る
。
私
は
、
国
際
都
市
神
戸
の

基
盤
を
こ
の
北
野
に
見
た
様
な
気

が
し
た
。

人
間
が
生
き
て
ゆ
く
の
に
一
番

大
切
な
食
生
活
の
違
い
、
当
然
そ

こ
に
は
習
慣
の
違
い
、
文
化
の
違

い
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
様
な

環
境
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
あ

ま
り
物
事
に
動
じ
ず
、
又
自
分
を

見
失
わ
ぬ
様
、
自
分
を
表
現
す
る

心
が
養
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
神
戸
の
人
々
の

間
口
の
広
い
人
間
性
が
私
達
、
外

か
ら
来
た
者
を
何
の
違
和
感
も
な

く
入
り
込
ま
せ
る
所
以
か
も
知
れ

な
い
。私

は
先
頃
、
神
戸
二
紀
女
流
新

人
展
で
図
ら
ず
も
〃
神
戸
っ
子
賞
″

を
戴
い
た
。
〃
神
戸
っ
子
″
と
い

う
イ
キ
な
ひ
び
き
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。

私
も
せ
っ
か
く
こ
ち
ら
に
住
む

１
３２
１

っ
た
と
こ
ろ
が
北
野
で
あ
っ
た
。

娘
と
二
人
、
ど
こ
か
日
本
離
れ
し

た
情
景
の
続
く
坂
道
を
、
あ
っ
ち

の
お
店
、
こ
っ
ち
の
お
店
と
、
の

ぞ
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
と
き
、

二
人
で
同
時
に
顔
を
見
合
わ
せ

〃
懐
か
し
い
ノ
ア
メ
リ
カ
の
に
お

い
〃
と
い
っ
て
ニ
ッ
コ
リ
し
た
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
私
の
脳
裏
に
デ

ト
ロ
イ
ト
の
ア
パ
ー
ト
の
廊
下
が

鮮
明
に
浮
か
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。

も
う
通
年
以
上
も
前
に
な
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
イ
ト
に
１
年

絵／収穫

チ
ャ
ン
ス
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、

便
乗
し
て
広
い
視
野
に
た
っ
て
ク

ー
ル
な
気
持
で
絵
の
勉
強
に
励
み

た
い
と
思
う
。

娘
は
体
型
を
指
し
て
私
の
こ
と

を
〃
育
ち
盛
り
″
と
い
う
が
、
当

年
と
っ
て
副
才
、
精
神
的
に
い
つ

も
育
ち
盛
り
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
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木彫／少年とぶどうの顔

『
ハ
ツ
、
ハ
ツ
、
ハ
ツ
』
と
、
う

つ
伏
せ
に
な
っ
て
荒
い
呼
吸
を
し

て
女
が
臨
終
を
迎
え
て
い
る
テ
レ

ビ
画
面
を
見
て
、
私
は
『
こ
れ
人

間
の
生
き
延
び
る
欲
望
の
原
点
で

は
な
い
か
。
』
こ
の
欲
望
を
臨
終

の
時
ば
か
り
で
な
く
、
も
し
平
常

今
が
臨
終
で
生
き
延
び
ね
ば
と
思

っ
て
、
こ
の
呼
吸
を
す
れ
ば
、
少

し
は
生
き
延
び
ら
れ
、
健
康
に
な

る
の
で
は
、
と
閃
い
た
の
で
す
。

実
は
こ
れ
は
丸
三
年
前
の
事
で

す
。
こ
の
臨
終
の
画
面
を
見
る
前

の
頃
、
私
の
体
は
大
変
弱
っ
て
い

ま
し
た
。
木
彫
会
の
新
年
会
の
演

壇
に
上
る
の
に
つ
ま
ず
い
た
り
、

ふ
ら
つ
い
た
り
し
て
会
員
一
同
に

心
配
が
ら
れ
、
又
歩
い
て
い
て
の

ふ
ら
つ
き
、
寝
起
き
の
立
ち
く
ら

み
、
そ
れ
に
階
段
で
は
途
中
で
休

ま
ね
ば
上
に
つ
い
て
か
ら
ま
る
で

マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
ゴ
ー
ル
に
着
い

た
様
に
息
切
れ
し
、
脚
が
上
が
ら

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
時
分
に
、

こ
の
臨
終
の
場
面
を
見
て
気
が
付

き
、
『
よ
し
』
今
が
臨
終
と
思
っ
て

荒
い
呼
吸
を
ま
ず
試
し
に
階
段
を

上
り
な
が
ら
夏
の
犬
の
様
に
、
う

つ
向
い
て
、
ハ
ツ
、
ハ
ツ
と
肩
で

呼
吸
し
な
が
ら
階
段
を
上
が
っ
た

処
、
上
が
り
切
っ
て
も
今
迄
の
様

に
息
苦
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

『
よ
し
そ
れ
で
は
、
上
で
す
る
荒

い
呼
吸
を
階
段
の
上
る
前
に
や
っ

て
や
れ
』
と
通
路
の
隅
で
、
う
つ

向
い
て
ハ
ツ
、
ハ
ツ
と
２
分
位
や

っ
て
上
が
っ
て
行
き
ま
す
と
、
体

も
軽
く
、
上
で
の
荒
い
呼
吸
も
無

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
の

一
生
流
呼
吸
法
に
自
信
が
つ
き
ま

し
た
。そ

れ
で
は
階
段
ば
か
り
で
な
く

日
常
こ
れ
臨
終
と
思
っ
て
や
っ
て

▲
随
想
三
題

１
３３
１

や
れ
と
、
椅
子
に
座
っ
て
、
寝
て

い
て
、
タ
ク
シ
ー
の
中
で
、
新
幹

線
の
中
で
と
、
口
を
少
し
開
き
、

ハ
ツ
、
ハ
ツ
と
初
め
の
頃
は
、
肩

で
呼
吸
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
う
ち
腹
式
呼
吸
の
方
が
肺
活
量

が
多
い
事
を
知
っ
た
の
で
、
そ
れ

か
ら
は
腹
式
荒
呼
吸
法
に
切
り
換

え
、
『
今
が
臨
終
だ
』
健
康
法
を
本

格
的
に
始
め
ま
し
た
。
腹
式
で
も
、

ベ
ル
ト
と
腹
の
間
に
隙
間
を
作
る

位
の
腹
の
凹
み
作
り
、
次
に
ベ
ル

ト
に
一
杯
に
な
る
様
な
動
き
で
、

早
さ
は
心
臓
の
鼓
動
に
合
わ
せ
十

呼
吸
す
れ
ば
、
三
秒
休
み
、
又
始

め
と
い
っ
た
調
子
で
や
り
ま
す
。

で
す
か
ら
何
処
で
や
っ
て
も
隣
の

人
も
気
が
付
か
な
い
位
で
す
。
一

回
で
二
分
位
、
少
し
休
ん
で
又
二

分
と
い
う
調
子
で
す
。
十
分
も
続

け
れ
ば
、
十
分
休
み
ま
す
。

私
は
こ
の
呼
吸
法
を
、
一
生
流

腹
式
呼
吸
法
と
名
付
け
、
三
年
前

か
ら
少
し
で
も
暇
が
あ
れ
ば
、
何

処
で
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
陰

で
腹
式
に
切
り
換
え
て
か
ら
は
、

胃
の
調
子
も
大
変
良
く
な
り
ま
し

た
。

こ
の
健
康
法
に
は
、
薬
も
器
具

も
場
所
も
不
要
で
、
た
だ
ひ
た
す

ら
続
け
る
心
掛
け
が
必
要
の
み
で

す
。
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発
掘
現
場
で
は
、
３
層
の
遺
構
、
そ

れ
に
現
在
の
野
球
場
を
加
え
れ
ば
４
層

の
人
工
物
が
重
な
っ
て
い
た
。
３
層
の

上
層
は
、
戦
前
福
岡
型
連
隊
の
武
器
庫

の
礎
石
な
ど
、
そ
の
下
に
、
福
岡
城
の

屋
敷
跡
や
割
れ
た
瓦
の
集
積
な
ど
、
そ

し
て
下
層
が
、
９
１
ｎ
世
紀
の
年
代
の

遺
物
を
ふ
く
ん
だ
遺
構
と
し
て
の
鴻
脳

館
と
ほ
ぼ
断
定
さ
れ
て
い
る
。
下
層
の

表
面
に
は
、
火
事
で
焼
け
た
と
記
録
の

あ
る
灰
層
も
見
え
て
い
た
。
地
層
は
、

こ
の
あ
た
り
で
ひ
ろ
が
る
朱
色
（
ベ
ン

ガ
ラ
色
）
の
頁
岩
ま
じ
り
。

出
土
品
の
数
々
も
公
開
資
料
と
し
て

陳
列
さ
れ
て
い
た
。
私
に
は
、
ま
ず
基

の
建
設
の
度
に
出
現
し
て
い
た
遺
構

を
、
新
施
設
建
設
が
前
提
だ
と
し
て
歴

史
関
係
者
の
意
志
を
無
視
し
て
放
棄
し

て
き
た
経
由
も
あ
っ
た
た
め
か
、
今
回

を
き
っ
か
け
に
し
て
の
〃
全
面
保
存
〃
や

古
代
の
ロ
マ
ン
再
構
築
の
声
が
高
ま
っ

て
い
る
。

年
末
の
マ
ス
コ
ミ
が
例
年
の
政
府
予

算
折
衝
の
か
け
ひ
き
に
始
終
し
、
近
未

来
の
話
題
真
最
中
に
あ
っ
て
、
政
策
屋

さ
ん
た
ち
の
議
論
を
越
え
た
本
物
の
市

民
的
・
国
民
的
と
り
く
み
課
題
が
ふ
っ

て
わ
い
た
。
関
西
で
い
え
ば
あ
の
昭
和

訂
年
に
始
ま
る
平
城
宮
跡
問
題
な
ど
と

比
較
し
つ
づ
け
て
、
こ
の
鴻
脆
館
跡
の

こ
れ
か
ら
に
関
心
を
も
ち
つ
づ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

１
月
型
日
夕
「
神
戸
っ
子
」
新
年
パ
ー

テ
ィ
の
翌
朝
、
京
都
大
学
西
山
如
三
研

究
室
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
参
加
予
定
と
反

対
の
方
向
へ
帰
っ
て
、
小
雨
の
長
蛇
の

列
に
加
わ
り
、
昨
年
廻
月
末
偶
然
に
見

つ
か
っ
て
こ
の
新
年
福
岡
・
博
多
を
賑

わ
せ
つ
づ
け
て
い
る
「
鴻
脆
館
」
遺
構
発

掘
の
市
民
公
開
に
出
か
け
て
き
た
。
今

回
の
き
っ
か
け
は
、
あ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

活
躍
の
平
和
台
球
場
の
外
野
土
積
み
ス

タ
ン
ド
の
改
修
土
工
事
で
あ
る
。
球
場

の
西
隣
り
は
、
昨
年
の
福
岡
国
際
マ
ラ

ソ
ン
の
中
山
選
手
優
勝
の
陸
上
競
技
場

で
あ
る
。
戦
後
こ
の
球
場
や
隣
接
の
国

立
病
院
、
そ
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

計
画
の
も
と
に
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
「
舞
鶴
城
跡
将
来
構

想
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
て
と
り

く
む
」
と
い
う
方
針
を
１
月
担
日
に
市

長
発
表
し
た
。
次
々
と
遺
跡
破
壊
を
容

認
し
て
き
た
行
政
の
と
り
く
み
と
は
時

代
の
移
り
変
わ
り
を
、
ま
ず
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。

福
岡
市
は
「
海
と
歴
史
を
抱
い
た
文

化
の
都
市
」
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
「
活

力
あ
る
ア
ジ
ア
の
拠
点
都
市
」
を
新
し

い
総
合
計
画
の
都
市
像
（
昭
和
田
年
）

と
し
て
役
割
り
づ
け
て
い
る
。
弘
年
開

催
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
の
直
前

の
、
こ
の
遺
構
出
現
は
、
か
つ
て
の
国

際
交
流
実
証
を
認
識
で
き
る
場
と
し
て

あ
ま
り
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
博
覧
会
場

に
シ
ン
ポ
ル
タ
ワ
ー
（
剛
、
）
な
ど
も

建
設
さ
れ
る
が
、
急
場
し
の
ぎ
の
事
情

や
設
計
者
の
怠
慢
な
ど
も
あ
っ
て
、
新

し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
空
間
に
は
な
り
え

な
い
だ
ろ
う
。
復
元
ま
で
を
急
が
ず
と

も
、
遺
構
全
域
の
覆
い
屋
構
築
な
ど
も

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
・
建
築
家
Ｖ

八
そ
の
皿
Ｖ

「
筑
紫
・
鴻
臆
館
」
跡
の
発
見

壇
を
お
お
っ
た
と
思
わ
れ
る
坪
や
軒
先

瓦
に
興
味
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
使
い
流

も
ほ
と
ん
ど
な
く
美
し
い
越
州
窯
青
磁

碗
や
形
の
面
白
い
祈
江
省
婆
州
窯
系
と

み
ら
れ
る
双
耳
壷
や
長
沙
窯
水
差
し
、

青
の
イ
ス
ラ
ム
陶
磁
、
ペ
ル
シ
ャ
系
ガ

ラ
ス
片
が
並
ん
で
い
る
。
わ
が
国
初
出

土
と
い
う
中
国
貨
幣
。
紀
元
９
年
の

「
大
泉
五
十
」
に
つ
い
て
は
、
早
速
中

国
か
ら
三
国
時
代
の
交
流
の
し
る
し
だ

ろ
う
と
い
う
意
見
が
よ
せ
ら
れ
た
り
、

ま
た
弥
生
時
代
渡
来
で
は
な
い
か
と
議

論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

「
鴻
脳
館
跡
の
全
容
を
解
明
す
る
た

め
全
市
的
、
長
期
的
立
場
に
た
ち
、
平

和
台
野
球
場
移
転
を
ふ
く
め
、
壮
大
な

が
試
さ
れ
て
い
る
。

鴻
胞
館
遺
構
か
ら
出
土
品
の
数
々

ふ
く
め
た
城
祉
周
辺
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
化
、
対
応
し
て
の
新
し
い
平
和
台

球
場
を
中
心
と
し
た
都
市
核
形
成
な

ど
、
博
多
湾
に
ひ
ろ
が
る
都
市
排
造
形

成
に
新
し
い
味
を
加
え
る
埋
蔵
種
の
発

芽
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
知
恵
や
技
法

3４
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ｉ
3５
１

Ｌ

神
戸
文
化
ゾ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
神
戸
地
方
裁
判
所
が
正
面
、
東
、
西
の

外
壁
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
裁
が
建
て
か
え
ら
れ
そ
う
だ
と
い

う
噂
は
弁
護
士
会
館
が
裏
に
新
築
さ
れ

た
頃
か
ら
あ
っ
た
。
旧
兵
庫
県
庁
舎
の

保
存
が
決
っ
た
時
、
私
た
ち
は
、
次
は

地
裁
だ
と
い
う
こ
と
で
昭
和
駈
年
に
最

高
裁
に
現
地
保
存
を
訴
え
る
要
望
書
を

送
っ
た
。

実
に
６
年
に
わ
た
っ
て
保
存
を
い
い

続
け
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
地
裁
が
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
た
り
、
そ
の
重
要
性
を
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
す
る
た
め
に
「
さ
ん
ち
か
タ

ウ
ン
」
で
展
覧
会
を
催
し
た
り
し
て
き

た
。
し
か
し
、
昭
和
位
年
６
月
に
は
全

面
取
り
壊
し
と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ

た
。
そ
の
方
向
で
国
の
調
査
費
が
つ
い

た
と
い
う
情
報
も
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の

段
階
で
９
割
が
た
も
う
だ
め
だ
と
い
う

気
分
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。

同
じ
頃
、
旧
神
戸
商
工
会
議
所
が
市

か
ら
民
間
に
所
有
が
移
り
、
こ
れ
も
ま

た
取
り
壊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
保

存
を
お
願
い
し
た
。
そ
れ
は
、
地
裁
も

視
野
に
お
さ
め
な
が
ら
の
、
私
達
の
あ

ら
ん
か
ぎ
り
の
情
熱
を
か
た
む
け
た
運

お
こ
そ
う
と
い
う
こ
と
ま
で
考
え
て
き

た
。
そ
の
行
動
を
起
そ
う
と
し
た
寸
前

に
、
保
存
と
い
う
発
表
が
あ
っ
た
。
新

し
い
景
観
権
と
い
う
未
知
の
こ
と
に
踏

み
だ
さ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
こ
と
と
、

悲
願
が
成
就
し
た
こ
と
の
２
つ
に
対
し

て
ホ
ッ
と
し
、
う
れ
し
か
っ
た
。

神
戸
地
裁
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
要
因
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の

建
物
が
持
つ
価
値
、
迫
力
あ
る
存
在
感

で
は
な
い
か
と
思
う
。

あ
の
姫
路
城
で
す
ら
一
度
は
取
り
壊

し
の
運
命
に
あ
っ
た
と
い
っ
た
ら
、
誰

れ
で
も
ウ
ソ
ー
ノ
．
と
言
う
に
ち
が
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
な

の
だ
。今

、
姫
路
城
を
取
り
壊
す
と
い
っ
た

ら
、
誰
で
も
が
、
バ
カ
な
／
、
と
い
う

に
ち
が
い
な
い
。
赤
レ
ン
ガ
の
地
裁
は

神
戸
に
と
っ
て
姫
路
城
に
匹
敵
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
当
に
そ
れ
だ
け
大
き
な

価
値
を
秘
め
た
る
建
物
な
の
だ
。

と
に
か
く
、
外
壁
保
存
で
あ
れ
建
物

の
イ
メ
ー
ジ
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ

と
は
素
晴
し
い
こ
と
で
あ
る
。
最
高
裁

判
所
は
じ
め
関
係
者
各
位
に
対
し
て
、

そ
の
見
識
と
英
断
に
心
か
ら
拍
手
を
送

り
た
い
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

そ
し
て
残
っ
た
背
景
に
は
、
心
を
く

だ
き
、
手
を
さ
し
の
べ
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
が
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
と
共
に
こ
の

喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

八
そ
の
皿
Ｖ

英
断
／

赤
レ
ン
ガ
の
外
壁
保
存

宮
西
悠
司
八
建
築
家
・
神
戸
の
建
築
を
考
え
る
会
事
務
局
長
Ｖ

ン
ポ
ル
で
あ
動
で
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
９
月
に
惜
し

回
、
東
、
西
の
む
ら
く
も
そ
の
ピ
ル
は
破
壊
さ
れ
て
し

に
な
っ
た
。
ま
っ
た
。

て
う
だ
と
い
私
た
ち
の
落
込
は
ひ
ど
く
、
地
裁
の

に
新
築
さ
れ
保
存
運
動
は
も
っ
と
強
硬
に
取
り
組
ん

蕗訂b

外
壁
保
存
が
決
ま
っ
た
神
戸
地
方
裁
判
所

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
新
た
な
戦
術

を
模
索
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
景
観
権

（
負
け
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
）

を
主
張
し
て
最
高
裁
を
訴
え
る
裁
判
を
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酒
修
業

■
エ
ッ
セ
イ

時
実
新
子
〈
川
柳
作
家
〉

書
。
足
立
告
陶

酒
。
あ
な
た
と
縁
な
く
過
ご
し
た
五
十
年
の
歳
月
が
口

悔
し
く
て
な
ら
ぬ
。

酒
を
飲
ま
ぬ
家
に
生
ま
れ
て
酒
を
飲
ま
ぬ
家
に
嫁
い
で

気
が
つ
く
と
五
十
歳
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
で
も
、
今
か

ら
で
も
お
そ
く
は
な
い
。
大
い
に
あ
な
た
を
愛
し
、
あ
な

た
に
愛
さ
れ
て
陶
然
と
死
に
た
い
も
の
だ
。

い
と
お
し
や

パ
チ
ン
コ
狂
い

酒
ぐ
る
い
新
子

こ
の
色
紙
が
新
宿
の
小
料
理
屋
の
壁
に
か
か
っ
て
い
る

そ
う
な
。
男
た
ち
は
酔
眼
に
こ
の
句
を
と
ら
え
、

「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
君
ィ
、
い
と
お
し
い
っ
て
さ
あ
」

「
う
ん
、
い
い
ね
ェ
、
さ
あ
、
も
っ
と
の
も
の
も
／
」

す
る
と
中
に
唐
変
木
が
ま
じ
っ
て
い
て
、

「
諸
君
、
早
ま
っ
て
は
い
か
ん
。
こ
の
女
作
者
は
『
い
と
』

つ
ま
り
、
た
い
へ
ん
『
惜
し
い
』
と
言
っ
て
ん
だ
ぞ
。
わ

れ
わ
れ
男
に
酒
を
飲
ま
す
の
が
惜
し
い
と
は
け
し
か
ら
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
ウ
ィ
ー
ッ
」

酔
眼
氏
た
ち
は
も
う
ろ
う
の
中
で
、
し
ば
し
こ
の
句
に

つ
い
て
ガ
ク
ガ
ク
と
や
り
合
っ
た
そ
う
な
。

い
と
お
し
や
は
「
か
わ
ゆ
い
」
に
き
ま
っ
て
い
る
。

私
は
酒
を
飲
む
男
た
ち
が
好
き
だ
。
し
ん
の
そ
こ
か
ら

か
わ
ゆ
い
な
ァ
と
思
う
。

そ
の
か
わ
い
い
男
た
ち
が
、
下
戸
女
に
じ
い
－
つ
と
見

ら
れ
て
い
た
の
で
は
酒
も
不
味
か
ろ
う
と
思
う
か
ら
に
、

』

ち
び
り
、
く
び
く
ぴ
、
酒
の
味
も
覚
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。五

十
を
過
ぎ
て
天
神
様
の
細
道
じ
ゃ
新
子

五
十
を
過
ぎ
て
知
っ
た
細
道
は
し
ん
ね
り
と
愉
し
い
。

そ
う
し
て
「
酒
。
」
ｌ
あ
な
た
憾
想
像
通
り
旨
か
っ
た
．

も
し
か
し
て
椿
は
男
か
も
し
れ
ぬ
新
子

よ
う
に
、
私
は
ホ
ン
ト
は
酒
呑
み
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

酒
を
た
し
な
む
よ
う
に
な
っ
て
、
実
は
も
う
ひ
と
つ
の

発
見
が
あ
っ
た
。

意
外
や
意
外
、
私
と
い
う
女
は
無
類
の
男
好
き
だ
っ
た

の
で
あ
る
。花

に
目
を
細
め
細
め
て
男
好
き
新
子

い
い
句
だ
、
い
い
句
だ
、
と
て
も
気
に
入
っ
た
。

若
い
時
代
の
、
青
い
果
実
の
ご
と
き
新
子
に
は
と
て
も

の
こ
と
に
作
れ
な
か
っ
た
句
が
出
来
た
。
こ
の
句
を
残
せ

た
だ
け
で
も
酒
サ
マ
サ
マ
で
あ
る
。

私
は
酒
を
飲
む
男
た
ち
が
好
き
だ
。

女
た
ち
も
好
き
だ
Ｉ
と
思
い
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
へ

ち
よ
い
と
い
や
な
事
件
が
起
き
た
。

つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。

場
所
は
三
宮
。
山
菜
料
理
〃
六
段
″
の
奥
座
敷
。

私
を
含
め
て
四
、
五
人
連
れ
の
中
に
そ
の
「
女
」
も
い

た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
半
生
四
十
年
を
清
く
正
し
く

生
き
抜
い
て
聖
処
女
と
い
う
異
名
を
も
つ
人
で
あ
っ
た
。

〃
六
段
″
の
誇
る
銘
酒
「
小
鼓
」
が
ど
ん
と
置
か
れ
た
。

１
３６
１
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て
こ
と
は
な
い
。

彼
女
の
ピ
ッ
チ
が
あ
が
っ
た
の
は
そ
の
辺
り
か
ら
で
あ

る
。
も
う
、
も
う
、
「
赤
子
泣
イ
テ
モ
酒
ヤ
メ
ナ
イ
」
の

勢
い
。
折
を
き
ゅ
Ｉ
シ
、
あ
ご
を
拭
う
て
ト
ク
ト
ク
ト

ク
、
ま
た
も
や
き
ゅ
－
ッ
。
一
升
瓶
は
つ
い
に
彼
女
の
股

間
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
し
て
、
握
る
わ
握
る
わ
。

脂
な
ら
ぬ
わ
が
亭
主
の
手
を
お
も
ち
や
の
よ
う
に
握
っ

て
は
弄
ぶ
の
で
あ
る
。

見
て
い
て
目
に
あ
ま
り
、
次
第
に
私
の
胸
に
あ
ま
っ
て

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

（
ち
よ
い
と
、
い
い
か
げ
ん
に
し
な
さ
い
よ
ど

と
喉
ま
で
出
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
あ
お
し
ま

い
よ
。
私
は
く
ら
く
ら
と
ガ
マ
ン
し
、
に
こ
に
こ
と
苦
虫

を
噛
ん
で
い
た
。

女
の
酒
っ
て
、
が
く
ん
、
ぎ
く
ん
と
段
を
つ
け
て
酔
っ

て
い
く
。
こ
ん
な
女
、
ま
だ
ま
だ
私
、
好
き
に
な
れ
な

い
。
．

こ
の
酒
は
口
当
た
り
が
め
っ
ぽ
う
よ
く
て
、
の
ど
越
し
が

と
び
き
り
旨
い
酒
で
あ
る
。

初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
、
中
パ
ッ
パ
・

彼
女
は
私
の
横
に
正
座
し
て
、
ご
は
ん
炊
き
と
お
な
じ

要
領
で
析
酒
を
か
た
む
け
て
い
た
。

い
い
酒
あ
り
て
い
い
仲
間
あ
り
。
私
も
心
ゆ
る
し
て
粉

の
角
か
ら
く
び
く
ぴ
と
飲
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
不
意
に
、
巨
大
な
な
め
く
じ
が
ぐ
に
ゃ
り
と

私
に
も
た
れ
か
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

い
や
、
私
も
酒
の
一
年
生
と
は
い
え
ど
も
武
士
の
心
得

は
あ
る
。
目
を
据
え
た
な
め
く
じ
ご
と
き
に
お
ど
ろ
く
も

の
で
は
な
い
。
（
し
か
し
ま
あ
、
そ
の
ケ
の
な
い
私
に
と

っ
て
女
の
体
温
と
ぐ
に
ゃ
り
は
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
）
私
は
平
気
で
に
こ
に
こ
し
て
い
た
つ
も
り

で
あ
る
。

す
る
と
彼
女
は
ま
た
不
意
に
、
私
の
亭
主
の
手
を
む
ず

と
握
り
し
め
た
の
で
あ
る
。

い
や
、
こ
れ
も
浮
世
の
握
手
の
た
ぐ
い
。
別
に
ど
う
っ

3？
’
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１
３８
１

ｌ
ｌ
中
西
「
酒
は
お
か
へ
ん
の
か
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
や
の
に
」
進
藤

「
カ
ウ
ボ
ー
イ
は
酒
は
飲
み
ま
せ
ん
。
牛
飼
い
は
激
し
い
労
働
だ

し
金
も
な
い
」
中
西
「
街
へ
は
行
か
ん
の
」
進
藤
．
一
年
た
つ
と

辞
典
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
に
な
る
か
ら
丸
善
へ
買
い
に
行
く
。
そ
の
他
は

用
が
な
い
か
ら
行
か
な
い
」
中
西
「
電
話
を
つ
け
る
よ
、
友
達
を

呼
ん
で
や
る
か
ら
」
進
藤
「
来
る
気
に
な
っ
て
な
い
人
を
電
話
で

呼
ぶ
な
ん
て
、
失
礼
で
す
」
中
西
「
な
ん
で
洗
湿
物
を
コ
ー
ヒ
ー

わ
か
す
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
干
す
ん
や
」
進
藤
「
よ
く
乾
く
か
ら

ね
」
中
西
「
汚
な
い
ん
と
ち
や
う
か
な
」
進
藤
「
洗
っ
て
あ
る
か

ら
清
潔
で
す
」
中
西
「
新
聞
で
鼻
か
ん
で
、
又
開
い
て
見
る
ん
は

オ
ッ
ち
ゃ
ん
の
ク
セ
か
？
」
進
藤
「
ち
が
う
ノ
．
風
邪
の
癒
り
具
合

を
見
て
る
。
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
」
中
西
ヨ
ー
ヒ
ー
を
値
上

げ
し
た
ね
」
進
藤
「
一
日
五
人
の
客
だ
か
ら
、
四
百
円
に
し
な
い

と
食
え
な
い
で
す
よ
」
中
西
コ
ー
紀
展
見
に
来
て
よ
」
進
藤
「
忙

し
い
か
ら
ダ
メ
で
す
」
中
西
「
僕
か
て
忙
し
い
が
、
し
よ
っ
中
こ

こ
へ
来
て
る
の
に
」
進
藤
「
来
て
く
れ
と
頼
ん
だ
覚
え
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
ｅ
ｔ
ｃ
ｌ

あ
る
夜
、
扉
を
開
け
る
と
真
暗
い
部
屋
に
手
元
電
気
だ
け
つ
け

て
、
何
か
真
剣
に
仕
事
を
し
て
い
た
。
壊
れ
た
旅
行
時
計
を
空
缶

を
切
っ
て
作
っ
た
枠
に
は
め
て
、
小
さ
な
振
子
を
つ
け
て
い
た
の

だ
。
爾
来
、
こ
の
時
計
は
い
つ
も
店
の
隅
で
、
か
わ
い
ら
し
い
宇

宙
人
の
よ
う
な
姿
で
時
を
刻
ん
で
い
た
。
主
人
は
こ
れ
が
欲
し
く

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
閉
店
の
前
に
誰
か
が
一
万
円
で
買
っ
て

く
れ
た
由
で
、
残
念
と
同
時
に
、
彼
の
人
知
れ
ぬ
一
面
を
愛
す
る

人
が
、
他
に
も
大
勢
い
た
こ
と
を
知
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

ｌ
「
カ
ゥ
ボ
ー
イ
」
の
閉
店
を
哀
し
む

中
西
咲
子
両
家
中
隠
画
伯
夫
人
〉

Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

「
カ
ウ
ボ
ー
イ
」
記

六
甲
の
カ
ウ
ボ
ー
イ
喫
茶
と
店
主
の
進
藤
政
行
さ
ん
に
つ
い
て

は
「
神
戸
っ
子
・
恥
珊
１
９
８
５
年
４
月
号
』
に
、
小
関
三
平
先

生
が
「
『
地
の
調
べ
』
奏
る
ウ
ェ
ス
タ
ン
仙
人
」
と
題
し
て
、
残

る
く
ま
な
く
そ
の
全
貌
を
伝
え
て
い
る
。

「
地
の
調
べ
」
と
は
主
人
の
中
西
勝
が
こ
の
店
を
描
い
た
油
絵

（
伽
号
）
の
こ
と
で
あ
る
。
４
坪
の
ガ
レ
ー
ジ
に
便
所
と
カ
ウ
ン

タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
。
こ
れ
を
喫
茶
店
・
居
住
・
著
作
の
場

と
し
て
い
た
。
営
業
中
は
寝
具
を
天
井
の
棚
に
上
げ
、
客
が
去
れ

ば
カ
ウ
ン
タ
ー
の
下
が
ベ
ッ
ド
に
な
る
。
暖
房
と
両
用
の
ス
ト
ー

ブ
が
コ
ー
ヒ
ー
や
飲
食
の
用
を
足
す
の
で
、
な
つ
か
し
い
煤
が
日

を
待
た
ず
し
て
、
室
内
の
す
べ
て
を
ャ
一
一
色
の
ム
ー
ド
に
変
え
て

い
っ
た
。
棚
の
西
部
小
説
の
原
書
や
店
主
の
爪
、
か
き
鳴
ら
す
ギ

タ
ー
や
手
風
琴
の
指
の
当
ら
な
い
部
分
や
、
ふ
と
ん
な
ど
ま
で
。

進
藤
さ
ん
は
此
処
で
、
日
に
平
均
五
人
位
の
客
に
、
西
部
音
楽
つ

き
の
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、
残
る
一
切
の
時
間
を
費
し
て
「
大
草

原
の
小
さ
な
家
」
な
ど
西
部
の
本
を
、
何
種
か
の
辞
書
を
相
手
に

読
破
し
、
翻
訳
し
な
が
ら
Ⅳ
年
の
歳
月
を
す
ご
さ
れ
た
。

小
仁
は
山
に
隠
れ
、
大
徳
は
朝
市
に
在
る
と
い
う
が
、
進
藤
さ

ん
は
六
甲
市
中
に
在
っ
て
逃
げ
も
隠
れ
も
せ
ず
、
朝
市
に
は
め
っ

た
に
現
れ
な
か
っ
た
。
大
徳
の
親
分
を
も
っ
て
任
じ
て
い
る
主
人

の
勝
さ
ん
は
、
縁
あ
っ
て
こ
こ
に
通
い
つ
め
、
日
銀
の
支
店
長
か

ら
タ
ク
シ
ー
の
運
ち
ゃ
ん
ま
で
、
と
り
わ
け
ネ
ク
タ
イ
に
縛
ら
れ

て
る
人
や
、
社
長
と
か
〃
長
″
の
つ
く
人
ほ
ど
ほ
っ
て
お
け
ず
、

強
制
的
に
連
行
し
た
人
々
は
、
老
若
男
女
百
は
下
る
ま
い
と
思

う
。
店
で
の
会
話
を
記
し
て
お
く
。 神
戸っ
子ア
ーカ
イブ
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だ
が
、
た
っ
た
一
度
彼
を
大
変
怒
ら
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
行

ひ
と

し
た
女
性
を
「
》
」
の
女
独
身
や
で
、
ど
う
や
ヨ
メ
は
ん
に
」
と
冗

談
言
っ
た
時
だ
。
熊
の
よ
う
に
歩
き
回
っ
て
「
人
に
は
好
み
と
い

う
も
の
が
あ
る
」
と
青
く
な
っ
て
怒
っ
た
。
又
、
め
ず
ら
し
く
生

き
生
き
と
し
て
い
る
の
で
尋
ね
て
み
る
と
今
日
丸
善
で
、
念
願
の

英
々
辞
典
を
買
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
辞
書
と
い
え
ば

彼
の
も
の
は
ど
の
頁
も
赤
線
が
い
っ
ぱ
い
で
、
煤
に
よ
ご
れ
、
ポ

ロ
ポ
ロ
に
ち
ぎ
れ
か
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ひ
た
む
き
な
執
念
を

惨
ま
せ
た
精
魂
こ
め
た
宝
の
品
で
、
勉
強
ぎ
ら
い
な
主
人
に
は
奇

蹟
と
見
え
、
ま
た
視
覚
的
に
確
か
に
美
し
い
に
違
い
な
く
、
喉
か

ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
の
だ
っ
た
。
あ
る
日
覚
悟
を
決
め
て
、

お
そ
る
お
そ
る
一
万
円
で
売
っ
て
く
れ
と
言
う
と
、
一
万
円
な
ら

新
し
い
の
が
買
え
る
か
ら
い
い
と
、
あ
っ
さ
り
譲
っ
て
く
れ
た
。

持
ち
帰
っ
た
主
人
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
古
陶
と
並
べ
て
「
同
じ
美
し

さ
だ
″
」
と
叫
ん
で
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
喜
び
よ
う
だ
っ
た
。
翌

日
進
藤
さ
ん
は
新
し
い
辞
書
を
見
せ
、
ち
ぎ
れ
て
い
た
残
片
を
数

度
に
わ
た
っ
て
渡
し
、
最
後
に
、
僕
の
毛
も
あ
げ
ま
し
ょ
か
と
枝

毛
を
紙
に
包
ん
で
く
れ
た
。
主
人
は
気
色
悪
い
、
要
ら
ん
わ
い
と

怒
っ
た
が
、
な
ぜ
毛
を
く
れ
よ
う
と
し
た
の
か
今
も
っ
て
わ
か
ら

な
い
。
獣
の
臭
い
つ
け
か
、
友
情
の
証
な
の
か
。

あ
る
お
だ
や
か
な
初
夏
の
夕
暮
れ
、
斜
め
の
残
光
が
厄
除
八
幡

の
森
の
方
か
ら
路
地
に
さ
し
か
け
て
い
た
。
た
だ
一
つ
の
突
き
上

げ
窓
の
そ
ば
の
文
机
に
向
か
っ
て
、
進
藤
さ
ん
は
ひ
っ
そ
り
と
本

を
読
ん
で
い
た
。
閑
雅
な
風
情
だ
っ
た
。
徒
然
草
第
四
十
三
段
、

春
の
暮
れ
つ
か
た
・
画
．
・
心
に
く
く
の
ど
や
か
な
る
さ
ま
し
て
…
ふ
と

浮
ん
だ
そ
の
連
想
を
、
進
藤
さ
ん
を
知
る
人
々
は
何
と
言
う
だ
ろ

う
。
私
達
は
入
ら
ず
に
去
っ
た
。

一
昨
年
ま
だ
半
袖
の
夏
、
進
藤
さ
ん
は
頭
に
布
を
巻
き
、
冬
服

で
寒
い
寒
い
と
言
っ
て
い
た
。
顔
色
も
悪
く
、
心
配
だ
っ
た
。
昨

年
は
こ
ち
ら
も
個
展
で
忙
し
く
し
て
い
る
問
に
、
彼
は
眠
れ
な
い

か
ら
店
を
閉
め
る
と
宣
言
を
出
し
て
い
た
。
十
一
月
三
十
日
の
最

後
の
晩
は
寒
い
夜
だ
っ
た
が
、
店
主
を
呆
れ
か
え
ら
せ
る
ほ
ど
大

勢
の
客
が
店
に
溢
れ
、
な
ぜ
か
顔
立
ち
の
良
い
若
者
達
の
カ
ッ
プ

ル
が
「
な
ぜ
最
後
に
ば
っ
か
り
来
る
ん
だ
」
と
怒
っ
て
ば
か
り
い

る
進
藤
さ
ん
を
小
羊
の
よ
う
に
優
し
い
目
で
眺
め
、
カ
ッ
プ
の
足

り
な
い
コ
ー
ヒ
ー
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
。
聖
夜
の
客
と
い
う
顔

を
し
て
。

十
七
年
前
、
進
藤
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
平
書
き
の
開

店
通
知
は
、
今
も
強
い
印
象
で
脳
裏
に
あ
る
。
誰
と
わ
か
ら
ぬ
ま

ま
、
簡
素
な
文
面
と
生
真
面
目
な
文
字
に
妙
に
気
を
魅
か
れ
て
、

初
め
て
カ
ウ
ボ
ー
イ
を
訪
ね
て
行
っ
た
そ
の
日
の
こ
と
も
。

▲ギターをかき鳴らす進藤さんと、右手前から筆者中西咲子さん、角田さん、中西勝さん
（タイトル内）カウボーイの玄関
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